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平成２９年度第１回 大学図書館近畿イニシアティブ運営委員会 議事概要 

 

日 時： 平成２９年７月７日（金）１５時～１６時５０分 

場 所： 大阪市立大学学術情報センター（杉本キャンパス）９階 所長室 

出席者： 田村（京都学園大学）、松尾（奈良学園大学）、伊豆田（近畿大学）、夢田（四天王寺

大学）、藤掛（大阪成蹊大学・短期大学）、伊賀、井上（大阪市立大学）、大前、長谷

川（大阪府立大学）、大西、井上（大阪大学）、北村、磯谷、山崎（神戸大学）、米澤、

井上（恵）、塩野（京都大学） 

欠席者： 野浪（京都学園大学）、岡（近畿大学）、星野（四天王寺大学） 

 

Ⅰ．協議事項 

 

１. 平成２９年度の運営体制 

平成２９年度の運営体制について、資料３及び資料４により平成２９年５月の改選結果

を確認し、未決定の事項について協議した結果、以下のとおり決定した。 

(1) 運営委員長 

 米澤委員（京都大学附属図書館） 

  ※事務局は運営委員長館が担当 

(2) 能力開発専門委員会の運営委員会指名委員 

井上委員（大阪大学附属図書館）、伊豆田委員（近畿大学中央図書館） 

(3) 広報・Web 専門委員会の運営委員会指名委員 

大前委員（大阪府立大学学術情報センター）、松尾委員（奈良学園大学図書館） 

(4) 監事館 

 京都学園大学、四天王寺大学 

(5) 外部資金担当 

 北村委員（神戸大学附属図書館）、伊賀委員（大阪市立大学学術情報総合センター） 

 

２. 平成２８年度事業報告 

(1) 決算 

井上（恵）委員から参考資料に基づき、平成２８年４月１日から平成２９年２月２

２日までの決算（中間）報告があった。 

監事館の田村委員から別紙資料に基づき、平成２９年２月２３日から平成２９年３

月３１日までの監査報告があり、了承された。続いて井上（恵）委員から資料５に基

づき、平成２８年度決算報告があった。 

(2) 活動報告 

井上（恵）委員から資料６に基づき、平成２８年度活動報告作成に関する報告があ

り、さらに、すでにホームページ掲載済みであるとの説明があった。また、平成２９

年度も同様の形式で活動報告を作成することが提案され、了承された。なお、追加の

意見等があれば事務局に連絡することとした。 
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２. 平成２９年度事業計画 

(1) 年間計画 

米澤委員長から資料７に基づき、平成２９年度年間計画（案）が提案され、審議の

結果了承された。 

(2) 能力開発専門委員会 

山崎委員が平成２９年度の主査に再任されたことが報告され、了承された。 

山崎主査から資料８に基づき、平成２９年５月２６日に実施した中級研修について

の報告があった。研修実施後に各館の具体的な合理的配慮の取り組み事例について事

後アンケートを行ったこと、およびアンケート結果を加盟館に共有することが報告さ

れた。また、今年度事業計画の説明があり、来年度の研修実施案については、能力開

発専門委員会で検討の上、第２回運営委員会に提出することが確認された。 

(3) 広報・Web 専門委員会 

  大前主査から資料９に基づき、今年度事業計画についての説明があった。また、ウ

ェブサイトの移設に関連して、独自 SSL の新規導入および現行サーバの経費を年度末

までの契約で予算に計上することが提案され、審議の結果了承された。 

(4) 外部資金担当 

  北村外部資金担当委員から資料１０に基づき、今年度の賛助会員及び中級研修にお

ける有料広告の申込状況について報告された。 

(5) 予算 

  井上（恵）委員から資料１１に基づき、平成２９年度予算案が提案され、審議の結

果了承された。主な意見は以下の通り。 

 繰越金が累積していることについて、新たな使途を考えるべきではないか。 

→新事業を企画することは負担が大きいため、例えば、加盟館の主催行事等につ

いて、協賛というかたちで講師派遣料を一部負担することが考えられないか。 

→賛助会員の新規入会は促進することが望ましいが、現在の財務状況を見ると、

賛助会員が過度に増加するのは健全とはいえないのではないか。 

   

 

Ⅱ．報告事項 

 

１. 各協議会・各大学の動向 

(1) 国立大学図書館協会近畿地区協会 

井上（恵）委員から資料１３に基づき、平成２９年６月２２日に開催された国立大

学図書館協会総会等についての報告があった。 

(2) 公立大学協会図書館協議会近畿地区協議会 

大前委員から平成２９年６月９日に開催された公立大学図書館協議会総会等につい

ての報告があった。総会会場館の負担軽減のため、今回担当の近畿地区において、経

理担当、事務担当、会場担当の３館に分業して運営を行い、滞りなく終了したことが

報告された。 
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なお、近年、私立大学が公立化するケースが増加していることに伴い、公立大学図

書館協議会の加盟館数も増加していることが報告された。また、図書館の規模に関わ

らず電子ジャーナル経費の増大による図書館予算の逼迫が生じており、予算要求をど

のように行うかが課題となっていることが報告された。 

(3) 私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会 

松尾委員から、平成２９年６月１６日に開催された西地区部会総会および６月３０

日に開催された研究会等についての情報提供があった。 

(4) 私立大学図書館協会西地区部会阪神地区協議会 

伊豆田委員から資料１４に基づき、平成２９年５月２６日に開催された定期総会及

び今年度に開催予定の研究会等についての情報提供があった。 

(5) 私立短期大学図書館協議会近畿地区協議会 

藤掛委員から、平成２９年４月に開催された研修会及び今後開催予定の研修会につ

いての情報提供があった。 

 

米澤委員長から、資料７をウェブサイトに掲載して共有することの提案がなされ、広報・

Web 専門委員会にて検討することとなった。また、「これからの学術情報システム構築検討

委員会」からの情報として、今年度全国５ヶ所で意見交換会が予定されているなかで、近

畿地区については京都大学で開催予定であることが報告された。 

 

２. その他 

(1) 次回開催予定 

前回決定のとおり、次回運営委員会は大阪大学を会場として、平成３０年２月頃に

開催することを確認した。 

 

 

以上 


